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経済計算と会計の相互関係について
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経済計算と会計の相互関係について
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経済計算と会計の相互関係について
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経済計算と会計の相互関係について
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必よよ営う生と　・がら生経め企理るてて　済たのる
要びうを点産国こそわ産済・業す゜’認た計のでな
な責なお’力営のれれ性計原経る実た識し算ではら
資任関こつを企論を’を算価済絶践えすか』あなば
金を係なまさ業理証社低制を計対をずるにとるく　’
を合をうりらとの明会下を引算一不と企と’い゜’そ
支理正と国にをもし主さよ下制可お業L？人うこ一れ
給的確い家発しつて義せわげを避しのっ間一れつは

こ整理に中せ面根゜産価な潤す度ひ管は業概経済的
　　　　　　　　　のをらをれでと理’経念済範なのしすあ指うの本

なのめた統う力点
関基にだ一なのは
係礎は国計生発’
にの’家画産展経
適上両との関情済
応に者企も係況計
す企の業とをに算
る業経のに結適制
経の済あ企域応こ
営独上い業ささそ
管立のだがせせは
理経権の独る・　’
制営限こ立とま国
度におの経いた家

にげ社さきこ嫉を主理造がし経

葛矯蓼疑製題灘螺乞
こばをが働た国き実のPのばて
とあう’生の営た践高　ほな理
はいみ一産で企結をさ　から解’

す・旦性あ業果とに　になさ
事ら労企をるをでおお　→かれ
実あ働業高゜管あしい　経つる

正識こく主に　い施よ少営主の経て経　理ずお業を
確がの認義対現るすりの管義で済作済こ的労この樹
にたよ識にす在゜るよ労理企あ計用法こな働な経立
把えうすおるの　こい働制業る算す則に利生わ済な

るま解め経わろ
こっしの済れ’
とてて重範のマ
がい　’要時研ル
でくはなと究ク
き過じrしはス
る程め階て’が
とにて段のまい
考合ひ』一経だう
え致との済きこ
らしび一計わの
れ’とつ算めr
るまのたはてき
゜たこり’不わ
経経のうこ十め
済済法るの分て
計計則゜経で高
算算に経済あ次
はの対済法るの
具実す計則゜』
体質る算を社法
的を認を深会則

本物とうにを間を時てあをれお強
目を最ち一認の発間’る高ばよ化
的提低た連識意見節ひ経めなびし
は供のてのし志し約と営原らそ’’

す資る経てでた法びを価なの会
まる金こ済いは゜則と保をい効計

時うで’関こでびが一るるか対計
間こも帰係のきと’つこたくし等
節とつすの範な『は企のとめし厳g
約でてる要晴い〕業きがのて密計
法あ社と求を客社のわで積こな算’
則る会こに正観会経めき極そ計手
の゜のろ適確的主済てる性’算段
要経た’応に必義計重のを企・を
求済め企す運然制算要で発業反も
を計に業る用性度制なあ揮を映ち
反算よをよしをのを社るさし・い
映制りしう’も下と会゜せて監て
しを多てな社つでお主　

’

た督’
て実く最経会もはし義　合えを企

99（449）

、



経済計算と会計の相互関係について
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経済計算と会計の相互関係について
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経済計算と会計の相互関係について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注あも計ろ干

務　はで的るつのしば簿　第的目rつに’＿の価　
゜

よ制計上
分簿’研性のの特よ以記か三生で商い消費計値簿　　りの算述
析記み究格と管殊う下がさ部産は品て耗用算量記　　経た指の
にのぎすをは理なとに会ね第に決の’さ価はのが
か理のべも’の方すの計て一おし費マれ格’計商
ん論指きっ本手法れべの指分いて用ルた）個算品
す的摘問て質段をばる同摘冊てな価ク資の別がの
る研に題い的でみ’と義し。たい格ス本計企困価
著究ととるなあいそこ語て七えQはは価算業難値
作はどあとちつだのろとお五ずこ’つ値’にな量
は’めまもがてす内もさき頁実の資ぎのつお条を

’

一 てりいい’で容’れた罵際価本の計まい件計
一 五立大えが印あをやてい
九世入きるあ刷ろ改はいの
世紀らな゜る機う変りるは
紀にな関こ゜械゜す一こ’
九はい係のつが簿る定と階
○じこは点ま一記かので級
，年まとなにりつと・階あ社
代つにいつ’のいあ級る会
にてすのい簿生うるのQに

鵬鞭濠薩灘劃ti
めが　こ”段は何にたて
て’　ご本階で’ら適とは
あ財　で論級あ一か応え’

的値家よ算りての算
に部のうの補商もす
自分簿にみ填品とる
らの記いがをにでこ
を自中っお要消はと
主立にてこす費’に
張化のいなるさいつ
すはみるわとれわい
る’実゜れこたゆて
曳商存するろ資る’

醒実項’に中分格全

済め標よ
計にのう
算使一な
あ用部制
るせ分約
いらたが
はれりあ
経るうり
済一る　’
計つの経
算のみ済
制手で計
と段あ算
同にるの
じす　゜実
もぎ会行
のな計が
でいは要
は　゜’求
な会企す
い計業る
のは経と

、で　’済こ

るる一る　　で会を
゜° つこまき計研以
　会のとずるの究上

計経がは
と済・’じ
関範こあ
係時こに
つとで　’
けしは経

企計乳の
業と　　　関
に関わ連
お係たに
けづしっ
るけ嫉い
経ら　　て
済れ経簡
計な済単
算い計に
制と算考
で考は察
あえ　’す

゜関すの
係る説
はこ明

　’とか
両はら
者’明二
のきら
相わか
互めな
関てと
連必お

　と要り
区な　’

別こ経
　にと済
わで計

　けあ算
てうと
考う会
察　゜計
す経の

　る済相
　こ計互
　と算関
がと係

　　　　⑤　　　　　　　④
ま制励び　がりをすく算き　ら

欝都藩難力濾灘勤
任ふ制マらとをす会記分と主る
制く度管の考合べ計は析簿義゜

騰蠣驚畿警灘課
讐義藤藷繕凝袋
舗罐卦続繍薯塁．濠
い度れ理な
る・に制も
゜おは度の

　よ原・と
　び価利し
　生計潤て
　産算上’
　管お納各
　理よお種、
　上びよの
　の原び計
　さ価企画
　ま分業お
　ざ析奨よ

けけ簿諸は，i9
れれを表そ）会
ばばつ作うの計
ななく成で区（
ららttりのな別＞
　　　　　　o館誘野§
ととよ的い一3．

留謙魚磐
点点財のだ前k
に’務みけ者8

賑嚢碓撃
（452）　102



経済計算と会計の相互関係について
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経済計算と会計の相互関係について
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すから義社きこ度経出よる運つか’・基とび’あ成
るしは制会るれは済発びべ用いちは正礎がそ分るは
方な’度主でに経計点責きとてえじ当のでの析力≧ど
法がいの義あつ済算と任こ来いらめで上き他さζっ
のらずも的ろい計制しのと源うれてなにるのれっか
一’ れと経うて算とて両’のとる企いうで企なか・
つ会もで済Qは制会い側ま相’の業来ちあ業け・生
で計生の範
あは産企時
りそ手業に’

う段管属
経での理す
済は公のる
をな有一も
管い制連の
理゜のので
す会基経あ
る計礎営り
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’

と計る面た互一では源たうなれさ産
大会の゜か経対般あ順はてういばらの
体計関
以の連
下厳を
の密簡
四な単
つ区に
の別説
側に明
面つしt

ら済照にる当なら゜しなに各
考計・　’°にくれこ労ら企段
察算相企
さ制互業
れがバ経
る企ラ営
べ業ン資
きにス金
こあのの

正・ての働な業階
常適’よ者い資に
な材すうの゜金お
回のななあこのけ
転人わ関いこ来る
を員ち係だに源占
進が合がのおは用
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原しび金’なけの
価な業等焦いれ計

・ け務を産指ば算
おれ計ふ量標なを
よば算く・はらと
びながん品経なお
利ら共で質済いし
潤な同い・計゜て

いしる品算と自　済とを表適・れの済こ　ずしい手゜

て　゜　　　種関こ己篁計か作お応原は附計の第つて゜段
会具こ．係ろの二算ら成よす価’随算よ二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と奉その

分にの生求経を済れ計順の種算ので形生済いて’で
担計計産に済完計との序他Q。証あ式産計起い異あ
す算算性も計遂算は実との計帳愚りを関算源るなる
　　　．と算し制明質方会算簿・　’と係のを゜る゜る・指
経記標原づ制’と確お法計。の帳経つに実も会社そ

いら表法お証し実理で
うわな’よ愚方質制あ
まれい資びの法は度る
でるし金資作で’・　°
も゜分バ産成あ生つそ
なご析ラ確とる産まれ
くの諸ン定点゜機りは
経こ表スに検そ能経’
　　　　　　　　1

の’特
そ現有
れ在の
にでも
くもの
ら依で
べ然は
てとな

計制
・ は

統’
計会
等計
の・
方統
法計
を等
のを
ぞ計
け算
ばの

’

方

経法
済あ
計る
算い
制は
絃手

段の支つてよら業て企定運れをすい標がえ済で
と第で出てはびのお完業さ動ば利る当るを要ば計あ
　　　　”社単よ全会れにな用が然具決求’算るし四あ’を
て’る計事た会位びに計るよらし’の体定す会し゜
い経゜算業だ主に機一計計つなて経こ的する計なぞ
る済　　　すお一義お関致算算てい・い済となる指がけれ
　　　るよ般財い等しの指決指る計な単の標計れら

Q
計

会算　’のび的産ての’指標定標゜算が位はと算ばは

を　る　　・は構標をびなて機な
計資だこ計同成と把こわ’関う
算金けれ画じすは握のち会等企
す・でら的でる’し運企計の業
る収あのには゜こ規動業が単は
必入り単財なしの制に経計位会
要・　’位務いか点すよ営算で計
はおしに収’°しにるつ資しもを

． なよた対支こ’おかて金な会利
いびがしおれ事いら決のけ計用

み機にを会単前標はさは経をらで・’は七な’
で関節管計位者と’れ’済お’　　　　　　　　　　　　　　あ根かうらき’

等約理がには企経る企計こ経る本ぎるなわ
原の要す利お後業済゜業算な済゜的ら指いめ
価単求る用い者経計こ会制わ計　にな標指て
お位をたさての済算の計企な算　　　　　　　　　　　　　　　はいは標重
よの提めれは一計制運の業い制　

’

の’の要
び会起でる’　　　　　　部算の動対に事を　会でま全な
利計であの事分の実お象お業お　計あた部指
潤はきるは情を指行よすいやこ　のるかで標　、　　　　　o　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

対　なはで
象とらなは
おいずいあ
ようし゜る
びのも他が
そは経の’
れ’済面し
を会計かか
も計算らし
ち指制い経
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／

運立主ると・経そ
用し体手が記済の
のなを段で録学他
研いなとき・のに
究のすしる反観何
はでのてが映点ら’

あで”・か特
当りあど会おら別
然’るの計よ経の
会そ゜よはび済計
計れ会うそ監計算
学ゆ計にう督算方
のえ計反はすを法
範’算映いる研を．
囲会のしかか究も
に計方どなにすつ
属の法のいつるて
す方をよ゜いばい
る法除う会てあな
のお外に計ふいい
でよし監はれ’°
あびて督’など一
るそはす経いの般゜

の’る済でよ的
　具会かを論うに
　体計が管ずにい
　的はそ理る計え
　な成のすご算ば
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